
財政状況の公表
令和６年１２月

石橋地区消防組合



　石橋地区消防組合の財政状況や収入、支出を下野市、壬生町及び上三川町の住民の皆様

へお知らせするため、石橋地区消防組合では年２回、財政状況の公表を行っています。

　今回は、令和５年度の決算状況と、令和６年度の上半期（令和６年４月１日から令和６

年９月３０日まで）の財政状況をお知らせします。

１　令和５年度の決算状況

　　別紙、石橋地区消防組合一般会計歳入歳出決算概要をご確認ください。

２　歳入歳出予算の執行状況

　　令和６年度上半期一般会計予算執行状況（令和６年９月３０日現在）

歳　入 単位：円

　

歳　出 単位：円

款　別 予算現額 収入済額 収入率

使 用 料 及 び 手 数 料 2,265,000 585,350 25.84%

分 担 金 及 び 負 担 金 2,036,280,000 1,034,000,000 50.78%

財 産 収 入 6,000 0 0.00%

国 庫 支 出 金 2,000 0 0.00%

県 支 出 金 830,000 830,000 100.00%

繰 入 金 40,000,000 0 0.00%

寄 附 金 2,000 0 0.00%

諸 収 入 2,905,000 1,416,453 48.76%

繰 越 金 17,000,000 61,861,065 363.89%

歳 入 合 計 2,183,290,000 1,098,692,868 50.32%

組 合 債 84,000,000 0 0.00%

款　別 執行率支出済額予算現額

16.40%

議 会 費 567,000 33,400 5.89%

総 務 費 151,484,000 24,847,830

44.90%消 防 費 1,902,605,000 854,198,871

939,411,336 43.03%

公 債 費 126,634,000 60,331,235 47.64%

予 備 費 2,000,000 0 0.00%

歳 出 合 計 2,183,290,000



３　住民の負担の状況

　　歳出予算現額及び支出済額に対する管内住民負担の状況（令和６年９月３０日現在）

４　財産、地方債及び一時借入金の現在高（令和６年９月３０日現在）

　⑴　財産（土地、建物等）

単位：㎡

　⑵　財産（財政調整基金）

単位：円

　⑶　地方債（組合債）

単位：円

　⑷　一時借入金

　　　一時借入金はありません。

比　　率

（Ｂ/Ａ)

129,218 人 ▲ 523 人 128,695 人 99.60%

54,568 世帯 541 世帯 55,109 世帯 100.99%

16,417.29 円 547.55 円 16,964.84 円 103.34%

38,876.43 円 741.24 円 39,617.67 円 101.91%

2,121,409,000 円 61,881,000 円 2,183,290,000 円 102.92%

7,078.38 円 221.13 円 7,299.52 円 103.12%

16,761.74 円 284.68 円 17,046.42 円 101.70%

914,654,644 円 24,756,692 円 939,411,336 円 102.71%

区　分
前年同期 Ａ 比　　較 令和６年度 Ｂ

R5.9.30現在 （Ｂ-Ａ) R6.9.30現在

管 内 人 口

管 内 世 帯 数

住民一人当たり負担額

一世帯当たり負担額

歳 出 予 算 現 額

住民一人当たり負担額

一世帯当たり負担額

支 出 済 額

署　所　別 建　　物 工 作 物 土　　地

消防本部・石橋消防署 4,670.44 24.48 13,785.77

壬 生 消 防 署 1,348.25 24.48 3,335.66

上 三 川 消 防 署 1,280.79 21.25 4,687.53

合 計 7,299.48 70.21 21,808.96

区　　分 令和６年９月末日現在

現　　金 275,040,857

借入先別 令和６年９月末日現在

地方公共団体金融機構資金 118,064,639

銀 行 等 引 受 資 金 564,200,724

共 済 等 引 受 資 金 20,625,000

合 計 702,890,363
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令和５年度石橋地区消防組合一般会計歳入歳出決算概要 
 

 

１ 決算収支の状況 

令和５年度一般会計歳入歳出決算は歳入 2,143,804,374円、歳出 2,081,943,309円と

なりました。歳入から歳出を差し引いた額は、61,861,065円で、令和６年度へ繰り越し

ました。 

また、令和５年度は翌年へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額に

ついても、61,861,065円となりました。 

決算収支の前年度との対比は、表１のとおりです。 

 

＜表１＞ 令和５年度一般会計決算収支の状況 

   （単位：円） 

区  分 令和４年度 増減額 令和５年度 増減率 

歳 入 決 算 総 額 2,257,851,032  ▲ 114,046,658 2,143,804,374  -5.05% 

歳 出 決 算 総 額 2,185,785,300  ▲ 103,841,991 2,081,943,309  -4.75% 

歳 入 歳 出 差 引 額 72,065,732  ▲ 10,204,667 61,861,065  -14.16% 

翌年度へ繰り越すべき財源 0  0 0  ±0 

歳 入 歳 出 差 引 額 72,065,732  ▲ 10,204,667 61,861,065  -14.16% 
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２ 歳入決算の状況 

  歳入予算総額2,142,249,000円に対し、収入済額は2,143,804,374円で調定率100.07%

です。 

  歳入決算の前年度との対比は、表２－１のとおりです。 

 

＜表２－１＞ 令和５年度一般会計歳入決算の状況 

（単位：円） 

区   分 
令和５年度 令和４年度 増減率 

決算額 Ａ 構成比 決算額 Ｂ 構成比 （Ａ－Ｂ）/Ｂ 

分担金及び負担金 2,022,999,000 94.36% 2,029,988,000 89.91% -0.34% 

使用料及び手数料 1,505,850 0.07% 2,225,700 0.10% -32.34% 

国 庫 支 出 金 0 0.00% 0 0.00% － 

県 支 出 金 830,000 0.04% 0 0.00% － 

財 産 収 入 732,087 0.03% 1,460,324 0.06% -49.87% 

寄 附 金 0 0.00% 0 0.00% － 

繰 入 金 0 0.00% 0 0.00% － 

繰 越 金 72,065,732 3.36% 84,994,594 3.76% -15.21% 

諸 収 入 4,671,705 0.22% 3,982,414 0.18% 17.31% 

組 合 債 41,000,000 1.92% 135,200,000 5.99% -69.67% 

歳 入 合 計 2,143,804,374 100.00% 2,257,851,032 100.00% -5.05% 

 

以上、表２－１のとおり、分担金及び負担金の構成比が 94.36%と歳入決算総額の大半

を占めており、本年度 2,022,999,000円で、前年度 2,029,988,000円に対し 6,989,000

円の減額となりました。 

分担金及び負担金の内訳としては、当組合の構成市町である下野市、壬生町、上三川

町の１市２町からの負担金となっております。 

  構成市町からの負担金割合は表２－２のとおりです。 

 

＜表２－２＞ 構成市町負担金割合の状況 

                                （単位：円） 

構成市町 負担金額 構成比 

下 野 市 923,676,000 45.66% 

壬 生 町 597,617,000 29.54% 

上 三 川 町 501,706,000 24.80% 

合   計 2,022,999,000 100.00% 
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３ 歳出決算の状況 

歳出予算総額 2,142,249,000 円に対し支出済額は 2,081,943,309 円で、不用額は

61,861,065 円、執行率 97.18%（前年度執行率 96.84%）です。また、第５１回全国消防

救助技術大会に、当組合職員（２種目）が出場したため、副管理者の旅費として２款１

項１目へ 70,000円を予備費から充用しております。なお、一般会計決算では、款別の歳

出を、目的別と性質別に分類しています。 

   

（１）目的別に分類した歳出の状況 

歳出を目的別に見ると、消防費（84.66％）、公債費（7.74％）、総務費（6.49％）、

民生費（1.08％）、議会費（0.03％）の順となっています。歳出目的別決算の前年度と

の対比は、表３－１のとおりであります。消防費の構成比は 84.66％と目的別歳出の

大半を占めており、主な内訳は職員給与等、消防車両の更新、職員育成負担金となり

ます。職員育成負担金は人材育成のため、栃木県消防学校、救急救命士研修所等の派

遣に係る研修経費です。 

 

＜表３－１＞ 令和５年度一般会計歳出目的別決算の状況 

目的別歳出                             （単位：円） 

区   分 
令和５年度 令和４年度 増減率 

決算額 Ａ 構成比 決算額 Ｂ 構成比 （Ａ－Ｂ）/Ｂ 

議 会 費 538,461 0.03% 540,092 0.02% -0.30% 

総 務 費 135,176,169 6.49% 277,281,386 12.69% -51.25% 

民 生 費 22,565,000 1.08% 21,610,000 0.99% 4.42% 

消 防 費 1,762,605,666 84.66% 1,722,465,077 78.80% 2.33% 

公 債 費 161,058,013 7.74% 163,888,745 7.50% -1.73% 

歳 出 合 計 2,081,943,309 100.00% 2,185,785,300 100.00% -4.75% 

 

各項目（目的別）の主な歳出は次のとおりです。 

＜議会費＞ 

◎特別職（議員）報酬 536,061円 

＜総務費＞ 

◎本部庁舎感染防止対策工事 20,669,000円 

◎本部庁舎３階照明省エネ化改修工事 11,627,000円 

＜民生費＞ 

◎職員児童手当 22,565,000円 

＜消防費＞ 

◎給料、職員手当等、共済費 1,586,449,794円 
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◎壬生消防署消防ポンプ自動車 57,750,000円 

◎人員輸送車 3,476,000円 

＜公債費＞ 

◎元金 157,916,762円 

 

（２）性質別に分類した歳出の状況 

歳出を性質別に見ると、人件費（76.24％）、公債費（7.74％）、物件費（7.62％）、

普通建設事業費（5.41％）、扶助費（1.08％）、積立金（1.00％）、補助費等（0.59％）、

維持補修費（0.32％）、の順となっています。歳出性質別決算の前年度との対比は、表

３－２のとおりです。性質別歳出では義務的経費（85.06％）、その他の経費（9.53％）、

投資的経費（5.41％）の順となっています。 

投資的経費は普通建設事業費で、壬生消防署消防ポンプ自動車更新事業 57,750,000

円、人員輸送車 3,476,000 円等です。また、人件費の構成比が 76.24％で歳出性質別

決算の大半を占めており、本年度 1,587,328,855円で、前年度 1,501,096,876円に対

し 86,231,979円の増額となりました。 

人件費の内訳は、表３－３のとおりです。人件費 1,587,328,855円の中でも職員給

は 1,228,779,780円で人件費総額の 77.41％を占めています。 

 

＜表３－２＞ 令和５年度一般会計歳出性質別決算の状況 

性質別歳出                             （単位：円） 

区   分 
令和５年度 令和４年度 増減率 

決算額 Ａ 構成比 決算額 Ｂ 構成比 （Ａ－Ｂ）/Ｂ 

  人 件 費 1,587,328,855 76.24% 1,501,096,876 68.68% 5.74% 

  扶 助 費 22,565,000 1.08% 21,610,000 0.99% 4.42% 

  公 債 費 161,058,013 7.74% 163,888,745 7.50% -1.73% 

義務的経費 小計 1,770,951,868 85.06% 1,686,595,621 77.17% 5.00% 

  普通建設事業費 112,683,010 5.41% 105,462,940 4.82% 6.85% 

投資的経費 小計 112,683,010 5.41% 105,462,940 4.82% 6.85% 

  物 件 費 158,546,893 7.62% 158,942,810 7.27% -0.25% 

  維 持 補 修 費 6,660,885 0.32% 145,168,579 6.64% -95.41% 

  補 助 費 等 12,293,566 0.59% 12,799,804 0.59% -3.96% 

  積 立 金 20,807,087 1.00% 76,815,546 3.51% -72.91% 

その他の経費 小計 198,308,431 9.53% 393,726,739 18.01% -49.63% 

歳 出 合 計 2,081,943,309 100.00% 2,185,785,300 100.00% -4.75% 
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＜表３－３＞ 令和５年度人件費内訳の状況           

 （単位：円） 

区    分 決算額 構成比 

１ 議員報酬            536,061  0.03% 

２ 管理者等報酬            190,000  0.01% 

３ 監査委員報酬             52,000  0.01％未満 

４ その他報酬             34,000  0.01％未満 

５ 職員給     1,228,779,780  77.41% 

（１）給料        711,597,693    

（２）職員手当等        517,182,087    

  ア 扶養手当         30,020,409    

  イ 管理職手当          9,913,200    

  ウ 時間外勤務手当         25,081,667    

  エ 休日勤務手当         67,749,841    

  オ 夜間勤務手当         17,638,786    

  カ 住居手当         12,716,500    

  キ 通勤手当         13,791,250    

  ク 期末・勤勉手当        296,657,146    

  （ア）期末手当        165,603,151    

  （イ）勤勉手当        131,053,995    

  ケ 管理職特別手当             88,000    

  コ 地域手当         37,590,888    

  サ 特殊勤務手当          5,934,400    

６ 地方公務員共済組合等負担金       240,500,955  15.15% 

（１）市町村共済組合負担金        239,495,406    

（２）再任用 健康保険・年金            918,189    

（３）再任用 雇用保険料             87,360    

７ 退職金（退職手当負担金）        114,195,024  7.19% 

８ 災害補償費         2,974,035  0.19% 

（１）公務災害補償基金負担金          2,974,035    

（２）補償基金前年度追加費用                  -    

９ 職員互助会補助金（親睦会補助）             67,000  0.01％未満 

合  計     1,587,328,855  100.00% 
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４ 財産に関する調書 

  令和５年度末現在、石橋地区消防組合が所有する財産、銀行等から借り入れている地

方債等は次のとおりです。 

  

（１）不動産（建物及び工作物）、土地の状況 

消防組合が保有している建物、工作物及び土地の状況です。 

不動産（建物及び工作物）、土地の前年度との対比は、表４－１、表４－２のとおりで

す。 

 

＜表４－１＞ 不動産（建物及び工作物）の状況 

（単位：㎡） 

署 所 別 
令 和 ４ 年 度 末 増 減 令 和 ５ 年 度 末 

建  物 工 作 物 建  物 工 作 物 建  物 工 作 物 

消防本部・石橋消防署 4,670.44  24.48  ±0 ±0 4,670.44  24.48  

壬 生 消 防 署 1,348.25  24.48  ±0 ±0 1,348.25  24.48  

上 三 川 消 防 署 1,280.79  21.25  ±0 ±0 1,280.79  21.25  

合 計 7,299.48  70.21  ±0 ±0 7,299.48  70.21  

 

＜表４－２＞ 土地の状況 

（単位：㎡） 

署 所 別 
令 和 ４ 度 末 

増 減 
令 和 ５ 年 度 末 

土 地 現 在 高 土 地 現 在 高 

消防本部・石橋消防署 13,785.77  ±0 13,785.77  

壬 生 消 防 署 3,335.66  ±0 3,335.66  

上 三 川 消 防 署 4,687.53  ±0 4,687.53  

合 計 21,808.96  ±0 21,808.96  

 

（２）有価証券の状況 

有価証券はありません。 

 

（３）物品（車両、通信機器等）の状況 

消防組合で所有している財産のうち、車両や通信機器等の物品状況です。緊急性や

必要性に応じて、計画的な整備、更新を図っています。 

物品（車両、通信機器等）の前年度との比較は表４－３のとおりです。 
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＜表４－３＞ 物品（車両、通信機器等）の状況 

 

分    類 
前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

備 品 

事務用品 事 務 用 機械 器具 類 1 ▲1 0 

事業用品 

車 両 類 36 0 36 

船 類 2 0 2 

衛 生 機 械 器 具 類 2 0 2 

計 器 類 3 0 3 

通 信 機 具 類 161 5 166 

消 防 機 械 器 具 類 81 ▲1 80 

医療及び機械器具類 0 0 0 

重量物排除用器具類 0 0 0 

切 断 用 器 具 類 0 0 0 

その他の救助用器具類 0 0 0 

一 般 救 急用 器具 類 0 0 0 

救急車積載用器具類 0 0 0 

その他消防用器具類 0 0 0 

雑 用 品 
非 常 用 具 類 1 0 1 

厨 房 品 類 1 0 1 

 

備考  石橋地区消防組合財務規則第１２３条第３項に規定する、取得価格が５０万円以

上の重要物品の数を表しています。 

  また、車両類３６台の内訳は別紙を参照してください。 

 

（４）財政調整基金の状況 

消防車両の更新や消防庁舎の改修などに必要となる財源の不足に備えるため、財政

調整基金を設置し、消防組合の財政の健全な運営を図っています。 

財政調整基金の前年度との比較は、表４－４のとおりです。 

 

＜表４－４＞ 財政調整基金の状況 

（単位：円） 

区  分 令和４年度末現在高 増 減 令和５年度末現在高 

現 金 254,233,770 20,807,087 275,040,857 
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（５）一時借入金の状況 

一時借入金はありません。 

 

（６）組合債の状況 

消防組合が借り入れた地方債の現在高と元利償還金の状況は、表４－５のとおりで

す。 

 

＜表４－５＞ 組合債の状況 

  （単位：円） 

借入先別 
令和４年度末 令和５年度中 元利償還額 令和５年度末 

現在高 Ａ 借入額 Ｂ 元金 Ｃ 利子 現在高 Ａ+Ｂ-Ｃ 

地方公共団体金融機構 
 

101,100,000  24,000,000  3,514,166 423,892 121,585,834  

足 利 銀 行 61,099,357  0  46,122,867 117,182 14,976,490  

栃 木 銀 行 111,847,414  0  42,823,457 409,467 69,023,957  

J A 宇 都 宮 249,640,532  0  20,074,502 1,577,862 229,566,030  

J A 小 山 349,165,772  0  43,931,770 612,577 305,234,002  

全 国 自 治 協 会 5,800,000  10,400,000  1,450,000 271 14,750,000  

全国市有物件災害共済会 0 6,600,000  0 0 6,600,000  

組 合 債 合 計 878,653,075  41,000,000  157,916,762  3,141,251  761,736,313  

 

５ 住民の負担の状況 

令和５年度末現在及び前年同期における歳出予算現額及び支出済額に対する管内住

民一人あたり、一世帯あたりの負担の状況は表５のとおりです。 

 

＜表５＞ 住民の負担の状況 

区 分 
前年同期 Ａ 比  較 令和５年度末 Ｂ 比 率 

R5.3.31現在 （Ｂ-Ａ) R6.3.31現在 (Ｂ/Ａ) 

管 内 人 口 129,074  人 ▲ 119 人 128,955  人 99.91% 

管 内 世 帯 数 53,680  世帯 1,054 世帯 54,734  世帯 101.96% 

  住民一人当たり負担額 17,486.61 円 ▲ 874.24 円 16,612.38   円 95.00% 
 

  一世帯当たり負担額 42,046.70   円 ▲ 2907.43 円 39,139.27   円 93.09% 

歳 出 予 算 現 額 2,257,067,000  円 ▲ 114,818,000 円 2,142,249,000  円 94.91% 

  住民一人当たり負担額 16,934.36   円 ▲ 789.63 円 16,144.73   円 95.34% 

  一世帯当たり負担額 40,718.80   円 ▲ 2681.32 円 38,037.48   円 93.42% 

支 出 済 額 2,185,785,300  円 ▲ 103,841,991 円 2,081,943,309  円 95.25% 
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別紙 

＜表４－３＞車両類の内訳 

所属 車両名称 合計台数 

消防本部 

公用車 人員輸送車 

７台 
総務連絡車 警防機動車 

予防車 査察車 

防災活動車  

石橋消防署 

指揮車 支援車 

１７台 

石橋梯子車 救助工作車 

重機 重機搬送車 

石橋タンク車 石橋化学車 

石橋ポンプ車 資器材搬送車 

石橋救急 1 石橋救急 2 

石橋連絡車 ボートトレーラー 

予備タンク車 予備救急 

旧上三川ポンプ車  

壬生消防署 

壬生タンク 壬生ブーム 

６台 壬生ポンプ車 壬生救急 1 

壬生救急 2 壬生連絡車 

上三川消防署 

上三川タンク車 上三川ポンプ車 

６台 上三川救急 1 上三川救急 2 

上三川連絡車 ボートトレーラー 

 

備考  網掛けになっている車両類については、令和５年度中に納車されたものです。 


